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町のごみ処理場 

去
る
３
月
８
日
当
委
員
会
に
審

査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
、
合
併
以

前
の
旧
南
部
町
、
平
成
１６
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
一
般

会
計
と
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
住
宅
新

築
資
金
貸
付
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
水

道
事
業
、
土
地
分
譲
事
業
、
同
じ

く
旧
南
部
川
村
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
鶴
の
湯
会
計
及

び
、
田
辺
市
、
南
部
町
、
南
部
川

村
道
路
組
合
会
計
、
南
部
町
、
南

部
川
村
環
境
衛
生
事
務
組
合
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

の
件
で
あ
り
ま
す
。 

当
委
員
会
は
、
去
る
３
月
１６
日

１７
日
の
２
日
間
、
委
員
８
名
全
員

が
出
席
の
も
と
、
執
行
部
か
ら
助

役
、
収
入
役
、
各
課
長
並
び
に
担

当
職
員
に
も
出
席
を
し
て
頂
き
、

決
算
書
と
主
要
施
策
成
果
報
告
書

を
並
行
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
後
、
質
疑
を
行
い
、

審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
各
会
計

の
決
算
数
値
、
実
施
し
た
事
業
の

内
容
と
実
績
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
算
書
と
主
要
施
策
の
効
果
説
明

書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

     三
位
一
体
改
革
等
、
地
方
財
政

が
厳
し
い
中
に
お
い
て
も
、
良
い

事
業
は
残
し
続
け
て
い
く
事
で
、

み
な
べ
町
ら
し
さ
を
出
し
て
い
く

事
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

今
後
の
町
づ
く
り
に
お
い
て
、

両
町
村
の
相
違
点
、
問
題
点
等
の

早
急
な
是
正
を
図
ら
れ
、
新
み
な

べ
町
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

健
全
な
財
政
運
用
、
予
算
執
行
に

生
か
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
決
算
に
つ
い
て
審

査
と
り
ま
と
め
検
討
会
終
了
後
、

委
員
会
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、

全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

   議
会
だ
よ
り
第
２
号
は
、
重
要

な
平
成
１７
年
度
予
算
案
審
議
の
報

告
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。 

議
会
で
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
般
質
問
の
日
に
大
勢
傍
聴

の
方
が
来
ら
れ
、
町
政
へ
の
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
て
、
一
議
員

と
し
て
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
町
議
会
を
身
近
か
な
も

の
と
考
え
て
頂
き
、
見
守
っ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。 

現
在
の
み
な
べ
町
ご
み
分
別
状
況
か
ら

見
て
、
周
辺
市
町
村
と
の
間
に
格
差
が
あ

る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
た

め
に
は
、
町
民
か
ら
の
意
見
や
、
町
当
局

か
ら
町
民
に
対
し
て
の
納
得
の
い
く
説
明

も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
議
会
に
お
い
て
も
充
分
論
議
す
る

た
め
に
、「
梅
の
里
ま
ち
づ
く
り
政
策
調

査
特
別
委
員
会
」
に
付
託
し
た
。 

旧 町 村 の 決 算 を 認 定  旧 町 村 の 決 算 を 認 定  

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

指定ごみ袋導入による 
ごみ処理費用有料化実施計画 

決算審査特別委員会 

委
員
長
　
宮
　
崎
　
常
　
二
 

副
委
員
長
　
下
　
村
　
　
　
勤
 

委
　
　
員
　
中
　
家
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　（
議
席
順
） 

委
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村
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委
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中
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岡
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雄
 

　
　
　
　
　
村
　
上
　
頼
　
男
 

　
　
　
　
　
園
　
出
　
俊
　
明
 

　
　
　
　
　
寺
　
本
　
三
　
直
 

　
　
　
　
　
山
　
中
　
邦
　
夫
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
） 

一般会計予算82億5,000万円……………P2 ・3 

活発な予算案等の審議内容は…………P4・5 

一般質問（7名が登壇）……………………P6～12
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平
成
１７
年
第
１
回
定
例
町
議
会

で
は
、
旧
町
村
の
平
成
１６
年
度
各

決
算
な
ど
認
定
案
１８
件
、
平
成
１７

年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
予
算

案
な
ど
議
案
３７
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。 

指
定
ご
み
袋
導
入
の
件
は
梅
の

里
ま
ち
づ
く
り
政
策
調
査
委
員
会

で
の
審
議
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
認
定
案
、議
案
は
慎
重

審
議
の
結
果
、認
定
、可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

介護保険料が 
　　変りました。 

年
　
　
額
 

月
　
　
額
 

対
象
人
数
 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１１,１００円 
２７,９００円 
３７,２００円 
４６,５００円 
５５,８００円 
６３,２００円 
９２５円 
２,３２５円 
３,１００円 
３,８７５円 
４,６５０円 
５,２６７円 

４５人 
１,０３７人 
１,７３８人 
４４８人 
３４９人 
５６人 

斎場使用料が 
　見直されました。 

 

歳　入 

歳　出 

国庫支出金 

県支出金 

町債 

地方交付税 

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
財産収入 
寄付金 

諸収入 
1億2,878万3千円（1.6％） 

繰入金 
2億727万9千円（2.5％） 

9,894万 5千円（1.2％） 
9,626万 6千円（1.2％） 
5,632万 4千円（0.7％） 

2千円　　　　 

地方譲与税 
地方消費税交付金 
地方特例交付金 
自動車取得税交付金 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡取得割交付金 
交通安全対策特別交付金 

1億3,958万3千円（1.7％） 
1億2,629万4千円（1.5％） 
5,525万 8千円（0.7％） 
4,241万円　　　（0.6％） 
1,198万 5千円（0.2％） 
410万5千円（0.1％） 
366万7千円　　　　 
253万8千円　　　　 

7億7,979万 
　7千円 
　（9.5％） 

13億 
9,460万円 
（16.9％） 

町税 
14億6,859万 
　2千円（17.8％） 

農林水産業費 

19億1,161万8千円 
（23.2％） 

公債費 

14億8,798万6千円 
（18.1％） 

民生費 

13億2,587万6千円 
（16.2％） 

衛生費 

10億1,003万5千円 
（12.2％） 

総務費 

8億4,550万1千円 
（10.2％） 

土木費 

7億3,275万5千円 
（8.9％） 

教育費 
5億1,545万7千円（6.2％） 

消防費 
2億4,622万1千円（3.0％） 

32億円（38.8％） 

依存財源 

歳入合計 
82億5,000万円 

歳出合計 
82億5,000万円 

60億9,380万9千円 
（73.9％） 

自主財源 

21億5,619万1千円 
　　　　　（26.1％） 

3億3,357万2千円（4.0％） 

議会費 
商工費 
予備費 
災害復旧費 

8,641万 1千円（1.0％） 
7,813万 6千円（0.9％） 
1,000万円　　　（0.1％） 

4千円　　　　 

８２億５,０００万円 

４８億９,７３３万円 

１５億５,９２３万円 

１１億５,１４２万円 

１０億３,１５０万円 

２,２２８万円 

６,５９５万円 

３億８,６３２万円 

５億８,９９６万円 

９,０６７万円 

１億４,０５５万円 

１３２億８,７８８万円 

７億３,２７５万５千円 

４億８,８５５万２千円 
１,０３５万３千円 

２億２,７９１万２千円 
５９３万８千円 

２億４,６２２万１千円 

５億１,５４５万７千円 

８,３０２万円 
８,２０８万３千円 
６,７２１万３千円 
４,０１４万５千円 

１億８,６２１万９千円 
５,３５６万７千円 

３２１万円 
４千円 

１４億８,７９８万６千円 

１,０００万円 

参考資料 
近隣市町村斎場使用料 

御 坊 市  

由 良 町  

日 高 町  

美 浜 町  

川 辺 町  

中津村ほか 

白 浜 町  

新 田 辺 市  

印 南 町  

み な べ 町  

２５,０００円 

３０,０００円 

１０,０００円 

２０,０００円 

３０,０００円 

２０,０００円 

２０,０００円 

１０,０００円 

２０,０００円 

１０,０００円 

平成 17 年度　みなべ町予算 

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 

８２億５,０００万円 

４８億９,７３３万円 

１５億５,９２３万円 

１１億５,１４２万円 

１０億３,１５０万円 

２,２２８万円 

６,５９５万円 

３億８,６３２万円 

５億８,９９６万円 

９,０６７万円 

１億５,６７５万円 

１３３億４０８万円 

国民健康保険 

老人保健事業 

介護保険事業 

住宅新築資金 

鶴 の 湯 事 業  

農業集落排水 

公 共 下 水 道  

簡 易 水 道  

一 般 会 計  

特 別 会 計  

 

 

 

 

 

 

 

 

上 水 道 会 計  

総 合 計  

（『広報みなべ』４月号に主な事業と予算額を記載しています。） 

□議　 会 　 費………………… 

□総　 務 　 費…………… 
　○総　務　管　理　費…… 
　○徴　　　税　　　費……… 
　○戸籍住民基本台帳費……… 
□民　 生 　 費………… 

　○社　会　福　祉　費……… 
　○児　童　福　祉　費… 
□衛　 生 　 費………… 

　〇保　健　衛　生　費… 
　〇清　　　掃　　　費……… 
　〇水　　　道　　　費………… 
□農林水産業費………… 

　〇農　　　業　　　費… 
　〇林　　　業　　　費… 
　〇水 　 産 　 業 　 費 …… 
□商　 工 　 費……………… 

８,６４１万１千円 

８億４,５５０万１千円 

７億８５５万７千円 
９,４１９万５千円 
３,４７６万１千円 

１３億２,５８７万６千円 

８億８,８１３万円 
４億３,７７４万３千円 

１０億１,００３万５千円 

４億７,８３４万２千円 
５億２,２６１万円 
９０８万３千円 

１９億１,１６１万８千円 

１５億６,７９６万４千円 
２億７,９４１万１千円 
６,４２４万３千円 

７,８１３万６千円 

□土　木　費……………… 

　〇道　路　橋　梁　費… 
　〇河　　　川　　　費……… 
　〇都　市　計　画　費… 
　〇住　　　宅　　　費……… 
□消　防　費……………… 

□教　育　費……………… 

　〇教　育　総　務　費………… 
　〇小 　 学 　 校 　 費……… 
　〇中 　 学 　 校 　 費……… 
　〇幼 　 稚 　 園 　 費……… 
　〇社　会　教　育　費… 
　〇保　健　体　育　費……… 
　〇学　童　保　育　費…………… 
□災害復旧費……………………………… 

□公　債　費…………… 

□予　備　費……………………… 

一般会計歳出の主要項目予算額 

一般会計予算 

82 億5,000 万円 
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平
成
１７
年
第
１
回
定
例
町
議
会

で
は
、
旧
町
村
の
平
成
１６
年
度
各

決
算
な
ど
認
定
案
１８
件
、
平
成
１７

年
度
一
般
会
計
と
特
別
会
計
予
算

案
な
ど
議
案
３７
件
が
上
程
さ
れ
ま

し
た
。 

指
定
ご
み
袋
導
入
の
件
は
梅
の

里
ま
ち
づ
く
り
政
策
調
査
委
員
会

で
の
審
議
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
認
定
案
、議
案
は
慎
重

審
議
の
結
果
、認
定
、可
決
さ
れ
ま

し
た
。 

介護保険料が 
　　変りました。 

年
　
　
額
 

月
　
　
額
 

対
象
人
数
 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１号 
２号 
３号 
４号 
５号 
６号 

１１,１００円 
２７,９００円 
３７,２００円 
４６,５００円 
５５,８００円 
６３,２００円 
９２５円 
２,３２５円 
３,１００円 
３,８７５円 
４,６５０円 
５,２６７円 

４５人 
１,０３７人 
１,７３８人 
４４８人 
３４９人 
５６人 

斎場使用料が 
　見直されました。 

 

歳　入 

歳　出 

国庫支出金 

県支出金 

町債 

地方交付税 

分担金及び負担金 
使用料及び手数料 
財産収入 
寄付金 

諸収入 
1億2,878万3千円（1.6％） 

繰入金 
2億727万9千円（2.5％） 

9,894万 5千円（1.2％） 
9,626万 6千円（1.2％） 
5,632万 4千円（0.7％） 

2千円　　　　 

地方譲与税 
地方消費税交付金 
地方特例交付金 
自動車取得税交付金 
利子割交付金 
配当割交付金 
株式等譲渡取得割交付金 
交通安全対策特別交付金 

1億3,958万3千円（1.7％） 
1億2,629万4千円（1.5％） 
5,525万 8千円（0.7％） 
4,241万円　　　（0.6％） 
1,198万 5千円（0.2％） 
410万5千円（0.1％） 
366万7千円　　　　 
253万8千円　　　　 

7億7,979万 
　7千円 
　（9.5％） 

13億 
9,460万円 
（16.9％） 

町税 
14億6,859万 
　2千円（17.8％） 

農林水産業費 

19億1,161万8千円 
（23.2％） 

公債費 

14億8,798万6千円 
（18.1％） 

民生費 

13億2,587万6千円 
（16.2％） 

衛生費 

10億1,003万5千円 
（12.2％） 

総務費 

8億4,550万1千円 
（10.2％） 

土木費 

7億3,275万5千円 
（8.9％） 

教育費 
5億1,545万7千円（6.2％） 

消防費 
2億4,622万1千円（3.0％） 

32億円（38.8％） 

依存財源 

歳入合計 
82億5,000万円 

歳出合計 
82億5,000万円 

60億9,380万9千円 
（73.9％） 

自主財源 

21億5,619万1千円 
　　　　　（26.1％） 

3億3,357万2千円（4.0％） 

議会費 
商工費 
予備費 
災害復旧費 

8,641万 1千円（1.0％） 
7,813万 6千円（0.9％） 
1,000万円　　　（0.1％） 

4千円　　　　 

８２億５,０００万円 

４８億９,７３３万円 

１５億５,９２３万円 

１１億５,１４２万円 

１０億３,１５０万円 

２,２２８万円 

６,５９５万円 

３億８,６３２万円 

５億８,９９６万円 

９,０６７万円 

１億４,０５５万円 

１３２億８,７８８万円 

７億３,２７５万５千円 

４億８,８５５万２千円 
１,０３５万３千円 

２億２,７９１万２千円 
５９３万８千円 

２億４,６２２万１千円 

５億１,５４５万７千円 

８,３０２万円 
８,２０８万３千円 
６,７２１万３千円 
４,０１４万５千円 

１億８,６２１万９千円 
５,３５６万７千円 

３２１万円 
４千円 

１４億８,７９８万６千円 

１,０００万円 

参考資料 
近隣市町村斎場使用料 

御 坊 市  

由 良 町  

日 高 町  

美 浜 町  

川 辺 町  

中津村ほか 

白 浜 町  

新 田 辺 市  

印 南 町  

み な べ 町  

２５,０００円 

３０,０００円 

１０,０００円 

２０,０００円 

３０,０００円 

２０,０００円 

２０,０００円 

１０,０００円 

２０,０００円 

１０,０００円 

平成 17 年度　みなべ町予算 

会　計　名 歳　　　入 歳　　　出 

８２億５,０００万円 

４８億９,７３３万円 

１５億５,９２３万円 

１１億５,１４２万円 

１０億３,１５０万円 

２,２２８万円 

６,５９５万円 

３億８,６３２万円 

５億８,９９６万円 

９,０６７万円 

１億５,６７５万円 

１３３億４０８万円 

国民健康保険 

老人保健事業 

介護保険事業 

住宅新築資金 

鶴 の 湯 事 業  

農業集落排水 

公 共 下 水 道  

簡 易 水 道  

一 般 会 計  

特 別 会 計  

 

 

 

 

 

 

 

 

上 水 道 会 計  

総 合 計  

（『広報みなべ』４月号に主な事業と予算額を記載しています。） 

□議　 会 　 費………………… 

□総　 務 　 費…………… 
　○総　務　管　理　費…… 
　○徴　　　税　　　費……… 
　○戸籍住民基本台帳費……… 
□民　 生 　 費………… 

　○社　会　福　祉　費……… 
　○児　童　福　祉　費… 
□衛　 生 　 費………… 

　〇保　健　衛　生　費… 
　〇清　　　掃　　　費……… 
　〇水　　　道　　　費………… 
□農林水産業費………… 

　〇農　　　業　　　費… 
　〇林　　　業　　　費… 
　〇水 　 産 　 業 　 費 …… 
□商　 工 　 費……………… 

８,６４１万１千円 

８億４,５５０万１千円 

７億８５５万７千円 
９,４１９万５千円 
３,４７６万１千円 

１３億２,５８７万６千円 

８億８,８１３万円 
４億３,７７４万３千円 

１０億１,００３万５千円 

４億７,８３４万２千円 
５億２,２６１万円 
９０８万３千円 

１９億１,１６１万８千円 

１５億６,７９６万４千円 
２億７,９４１万１千円 
６,４２４万３千円 

７,８１３万６千円 

□土　木　費……………… 

　〇道　路　橋　梁　費… 
　〇河　　　川　　　費……… 
　〇都　市　計　画　費… 
　〇住　　　宅　　　費……… 
□消　防　費……………… 

□教　育　費……………… 

　〇教　育　総　務　費………… 
　〇小 　 学 　 校 　 費……… 
　〇中 　 学 　 校 　 費……… 
　〇幼 　 稚 　 園 　 費……… 
　〇社　会　教　育　費… 
　〇保　健　体　育　費……… 
　〇学　童　保　育　費…………… 
□災害復旧費……………………………… 

□公　債　費…………… 

□予　備　費……………………… 

一般会計歳出の主要項目予算額 

一般会計予算 

82 億5,000 万円 
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奥
地
か
ら
デ
マ
ン
ド
方

　
　
　
式
で
来
て
乗
り
変
え
る
と

二
度
料
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
が
、

町
内
同
一
料
金
に
で
き
な
い
か
。 

　
　
　
近
く
検
討
委
員
会
を
開

　
　
　
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、
そ
の
場
で
検
討
し
ま
す
。 

    　
　
　
国
道
４２４
の
改
良
に
伴
い

　
　
　
滝
地
内（
通
称
こ
か
し
坂
）

の
取
り
付
け
は
。 

 　
　
　
国
道
が
町
道
よ
り
２
メ

　
　
　
ー
ト
ル
程
、
高
く
な
り
ま

す
。
梅
の
里
へ
上
が
っ
て
い
く
上

流
勾
配
を
直
す
べ
き
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
、
地
元
と
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

   
 
 
上
芳
養
南
部
線
で
、
東
 

 
 
吉
田
地
内
に
未
整
備
の
区

間
が
あ
る
。
平
成
１７
年
度
か
ら
事

業
に
か
か
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

  
 
 
こ
の
予
算
に
は
入
っ
て
 

 
 
い
ま
せ
ん
が
、
新
た
に
事

業
費
５
千
万
円
の
内
示
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
今
後
の
補
正
予
算
で

負
担
金
を
計
上
し
ま
す
。 

     
 
 
す
ぐ
に
改
修
が
必
要
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
思
わ
れ
る
が
日
常
の
施
設

管
理
体
制
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。  　

　
　
日
常
の
管
理
に
つ
い
て
 
 
 

 
 
は
校
長
の
責
任
で
す
が
、

さ
ら
に
各
学
校
長
に
見
回
り
点
検

等
の
強
化
を
お
願
い
し
て
い
き
た
い
。 

    　
　
　
制
度
が
５
年
延
長
さ
れ

　
　
　
た
の
は
結
構
な
こ
と
だ
が
、

８
割
支
給
も
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
？
 

 　
　
　
事
業
予
定
量
は
７０８
㌶
分

　
　
　
で
す
。
８
割
給
付
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
必
須
条
件
と
し

て
保
全
マ
ッ
プ
作
成
等
が
あ
り
、

選
択
条
件
と
し
て
、
収
益
向
上
を

図
る
た
め
の
活
動
等
が
必
要
に
な

っ
て
い
ま
す
。 

     　
　
　
一
般
被
保
険
者
国
保
税

　
　
　
で
滞
納
繰
越
金
７５０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
対
策
は
。 

 　
　
　
納
付
し
て
貰
う
努
力
に

　
　
　
努
め
て
い
ま
す
が
、
ペ
ナ

ル
テ
ィ
と
し
て
資
格
証
明
書
の
発

行
や
３
ケ
月
、
６
ケ
月
の
保
険
証

の
発
行
を
し
て
い
ま
す
。 

    　
　
　
簡
易
水
道
、
上
水
道
の

　
　
　
料
金
の
一
元
化
は
ど
う
な

る
の
か
。 

 　
　
　
合
併
協
議
の
中
で
、
口

　
　
　
径
別
料
金
と
す
る
こ
と
が

決
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
応
、
３
年

を
目
途
に
調
整
す
る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
が
早
急
に
対
応
し
て
い
き

た
く
考
え
て
い
ま
す
。 

議　案　審　議 議　案　審　議 
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

保
育
士
の
配
置
等 

滝
地
区
内
の 

　
　
道
路
の
改
良 

中
山
間
地
域 

　
直
接
支
払
制
度 

国
保
税
の 

　
　
滞
納
対
策
は 

水
道
料
金
の
一
元
化 

県
道
改
修
負
担
金 

岩
代
小
の
多
目
的 

ホ
ー
ル
屋
上
の
改
修 

 

Q　
　
　
保
育
士
の
人
件
費
と
し

　
　
　
て
正
職
員
１９
名
、
臨
時
職

員
１８
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
保

育
所
へ
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。 

Q

　
　
　
臨
時
職
員
が
多
す
ぎ
る

　
　
　
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

Q

A

　
　
　
重
度
身
体
障
害
者
の
住

　
　
　
宅
改
造
助
成
の
利
用
状
況

及
び
最
高
限
度
額
は
い
く
ら
か
。 

　
　
　
利
用
件
数
は
旧
南
部
町

　
　
　
で
年
間
に
２
〜
３
件
で
す
。

限
度
額
は
８０
万
円
で
す
が
、
６０
万

円
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

住
宅
改
造
助
成 

QA

　
　
　
最
終
処
分
場
の
建
設
に

　
　
　
関
す
る
負
担
金
及
び
出
資

金
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
出
資
金
は
人
口
割
合
で
、

　
　
　
み
な
べ
町
は
６.５
％
で
す
。

又
、
負
担
金
は
最
終
処
分
す
る
量

で
み
な
べ
町
は
３.４２
％
で
す
。 

紀
南
廃
棄
物 

最
終
処
分
場
の
建
設 

QA

　
　
　
実
態
を
は
じ
め
て
知
り

　
　
　
ま
し
た
。
早
急
に
な
ん
と

か
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。 

A

QA

QA

QA

QQ AA

QA

　
　
　
各
保
育
所
へ
の
職
員
配

　
　
　
置
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

A

合併後初の本格予算等  

議案審議では一般会計予算等の主な内容を紹介します。 

活発な 

保育所名 正職員 臨時職員 

5 名 

8 名 

3 名 

3 名 

19 名 

7 名 

6 名 

4 名 

1 名 

18 名 

南 部  

上南部 

高 城  

清 川  

　計　 南部保育所 

改善された浴室 

国道424号（滝地内） 

岩代小学校 
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滞
納
対
策
は 

水
道
料
金
の
一
元
化 

県
道
改
修
負
担
金 

岩
代
小
の
多
目
的 

ホ
ー
ル
屋
上
の
改
修 

 

Q　
　
　
保
育
士
の
人
件
費
と
し

　
　
　
て
正
職
員
１９
名
、
臨
時
職

員
１８
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
各
保

育
所
へ
の
配
置
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。 

Q

　
　
　
臨
時
職
員
が
多
す
ぎ
る

　
　
　
と
思
う
が
、
ど
う
か
。 

Q

A

　
　
　
重
度
身
体
障
害
者
の
住

　
　
　
宅
改
造
助
成
の
利
用
状
況

及
び
最
高
限
度
額
は
い
く
ら
か
。 

　
　
　
利
用
件
数
は
旧
南
部
町

　
　
　
で
年
間
に
２
〜
３
件
で
す
。

限
度
額
は
８０
万
円
で
す
が
、
６０
万

円
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。 

住
宅
改
造
助
成 

QA

　
　
　
最
終
処
分
場
の
建
設
に

　
　
　
関
す
る
負
担
金
及
び
出
資

金
割
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
　
　
出
資
金
は
人
口
割
合
で
、

　
　
　
み
な
べ
町
は
６.５
％
で
す
。

又
、
負
担
金
は
最
終
処
分
す
る
量

で
み
な
べ
町
は
３.４２
％
で
す
。 

紀
南
廃
棄
物 

最
終
処
分
場
の
建
設 

QA

　
　
　
実
態
を
は
じ
め
て
知
り

　
　
　
ま
し
た
。
早
急
に
な
ん
と

か
検
討
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。 

A

QA

QA

QA

QQ AA

QA

　
　
　
各
保
育
所
へ
の
職
員
配

　
　
　
置
は
左
表
の
通
り
で
す
。 

A

合併後初の本格予算等  

議案審議では一般会計予算等の主な内容を紹介します。 

活発な 

保育所名 正職員 臨時職員 

5 名 

8 名 

3 名 

3 名 

19 名 

7 名 

6 名 

4 名 

1 名 

18 名 

南 部  

上南部 

高 城  

清 川  

　計　 南部保育所 

改善された浴室 

国道424号（滝地内） 

岩代小学校 
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み
な
べ
町
が
発
足
さ
れ

　
　
　
る
に
当
た
り
旧
両
町
村
の

在
職
職
員
１７８
人
を
も
っ
て
、
職
員

定
数
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
職
員

定
数
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。 

 　
　
　
　
市
町
村
の
職
員
に
つ
き

　
　
　
定
数
を
定
め
る
の
は
法
律

に
基
づ
い
て
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
る
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
数
と
い
う

の
は
そ
の
団
体
に
お
け
る
人
口
と

か
行
政
内
容
の
規
模
に
応
じ
て
き

ち
っ
と
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
が
自

ず
と
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。 

　
そ
れ
で
必
要
と
す
る
人
数
枠
を

定
め
て
い
る
の
が
定
数
条
例
で
あ

り
ま
す
。
実
員
は
常
に
動
い
て
い

ま
す
が
、
定
数
枠
内
で
の
増
減
で

あ
り
ま
す
。 

 　
　
　
　
今
後
職
員
の
退
職
に
伴

　
　
　
う
新
規
採
用
は
ど
の
よ
う

な
計
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 　
　
　
　
合
併
協
議
会
の
中
で
新

　
　
　
町
の
職
員
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
１０
年
間
で
６０
人
の
定
年

退
職
者
が
出
る
見
込
み
で
、
４０
人

の
減
員
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
２０
人
の
補
充
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
員
を
減
ら
す
だ
け

の
目
的
で
あ
れ
ば
そ
の
ま
ま
補
充

を
せ
ず
に
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

は
職
員
の
年
齢
構
成
上
段
差
と
い

う
も
の
が
解
消
で
き
ま
せ
ん
。
や

は
り
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
職
員
を

採
用
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
し
て
、
年
間
２
人
ず
つ

の
採
用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
少

し
ず
つ
で
す
が
、
目
標
の
数
値
に

な
る
ま
で
減
員
を
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
。 

   　
　
　
　
御
坊
方
面
か
ら
山
越
え

　
　
　
で
来
町
し
て
い
た
だ
く
に

は
、
道
路
が
複
雑
で
標
識
を
た
よ

り
に
し
て
も
当
町
の
記
入
が
な
く

現
地
で
の
道
に
相
当
詳
し
い
人
で

な
け
れ
ば
来
町
で
き
な
い
の
が
実

態
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
、
印
南
町

印
南
原
付
近
の
国
道
と
県
道
に
み

な
べ
と
の
案
内
標
識
が
必
要
で
す
。

是
非
設
置
で
き
る
よ
う
に
県
に
要

望
し
て
ほ
し
い
。 

 　
　
　
　
案
内
標
識
と
い
う
の
は
、

　
　
　
非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
親
切
な
行
政
を
打
ち
出

し
て
い
る
以
上
、
住
民
の
皆
さ
ん

あ
る
い
は
、
町
外
の
皆
さ
ん
に
も

分
か
り
や
す
く
て
来
町
し
や
す
い

み
な
べ
の
標
識
を
県
の
方
へ
要
望

し
て
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
昨
年
の
猛
暑
の
せ
い
も

　
　
　
あ
っ
て
か
勢
い
の
悪
い
梅

の
枯
死
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
相

次
い
だ
台
風
に
よ
る
塩
害
、
風
害

が
ひ
ど
い
。
夏
に
暑
か
っ
た
か
ら

花
芽
が
多
く
着
く
か
と
思
わ
れ
た

が
少
な
い
。
今
の
梅
干
し
の
価
格

Ａ
級
９
千
円
は
秀
品
率
の
低
さ
も

あ
っ
て
、
梅
枯
れ
を
克
服
し
て
生

産
拡
大
を
め
ざ
す
農
家
の
意
欲
に

応
え
る
も
の
と
は
云
い
難
い
、
こ

れ
ら
の
点
に
つ
い
て
お
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。 

 　
　
　
　
梅
枯
れ
の
原
因
が
日
照

　
　
　
り
や
水
不
足
だ
と
は
考
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
梅
は
栽
培
、
加

工
、
価
格
な
ど
毎
年
何
か
は
あ
る

も
の
で
す
が
今
度
の
場
合
、
台
風

２２
、
２３
号
に
よ
る
被
害
は
ひ
ど
い

も
の
で
す
。
梅
枯
れ
の
原
因
な
ど

に
つ
い
て
は
東
本
庄
に
設
立
さ
れ

た
県
立
う
め
研
究
所
で
研
究
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
１６
年
９
月

に
農
家
に
梅
枯
れ
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
た
結
果
１５
年
度
に
比
べ
９２

％
と
少
し
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

　
塩
害
は
６
、
７
、
８
月
に
起
き

て
お
り
調
査
の
中
間
報
告
と
し
て

２７５
㌶
程
度
の
被
害
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
着
花
数
に
つ
い

て
は
１００
節
当
た
り
４７.６
で
不
作
だ
っ

た
昨
年
の
８８
％
、
５
年
平
均
の
７

割
と
低
く
、
塩
害
地
で
は
町
内
平

均
の
３５
％
し
か
着
花
が
み
ら
れ
ず

作
柄
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
私
は
今
度
の
南
部
町
南
部
川

村
の
合
併
で
梅
振
興
行
政
の
一
元

化
が
成
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
梅
産
業
全
般
は
も
ち
ろ
ん
梅
干

し
の
価
格
に
つ
い
て
も
南
部
郷
梅

対
策
協
議
会
＝
行
政
と
J
A
、

農
家
に
こ
れ
か
ら
は
業
者
さ
ん
＝

梅
干
加
工
販
売
組
合
の
方
々
に
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
産
地
が
一
つ
に
な

っ
て
歯
車
を
回
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
合
併
し
て
従
来
と
変
わ

　
　
　
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
町

内
の
地
域
経
済
の
こ
と
も
あ
っ
て

殆
ど
指
名
競
争
入
札
に
し
た
こ
と

で
す
。
指
名
す
る
業
者
に
つ
い
て

は
庁
内
の
選
定
審
査
会
八
人
で
会

合
を
持
ち
一
件
ず
つ
審
議
し
て
偏

っ
た
り
癒
着
な
ど
起
こ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
指
名
業
者
を
決
め
て
お

り
ま
す
。
備
品
に
つ
い
て
も
殆
ど

競
争
入
札
を
行
っ
て
お
り
、
三
者

以
上
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と

っ
て
安
い
と
こ
ろ
と
契
約
す
る
見

積
も
り
入
札
も
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
学
校
な
ど
で
使
用
す
る
備
品

や
消
耗
品
な
ど
に
つ
い
て
も
予
算

が
決
ま
っ
た
段
階
か
ら
ま
と
め
て

町
で
購
入
す
る
物
と
各
学
校
で
購

入
す
る
物
を
協
議
し
て
決
め
、
各

学
校
で
買
う
場
合
も
発
注
伺
い
で

確
認
し
合
っ
て
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
と
っ
て
購
入
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。 

一
般
質
問
 一般
質
問
は
３
月
１４
日
に
７
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
発
言
順
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

　
　
　
　
合
併
し
て
入
札
は
ど
う

　
　
　
な
っ
た
ん
の
…
と
町
民
の

方
か
ら
時
々
聞
か
れ
る
。
そ
こ
で

誰
に
で
も
解
る
言
葉
で
入
札
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
ど
ん
な
も
の
を

入
札
に
か
け
る
の
か
、
入
札
の
仕

方
に
つ
い
て
町
民
に
説
明
し
て
ほ

し
い
。 

寺本三直 議員 

第１庁舎の事務室 

田辺・印南線（熊瀬川地内） 

塩害を受けた梅園 

入札箱 

中家克己 議員 

町職員定数および 
  本町への道路標識を 

梅枯、塩害、着花、 
　　価格対策について 

み
な
べ
町 

　
職
員
定
数
に
つ
い
て 

国
道
、県
道
に 

本
町
へ
の
道
路
標
識
を 

入
札
に
 

　
つ
い
て
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町
村
の

在
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員
１７８
人
を
も
っ
て
、
職
員

定
数
を
定
め
ら
れ
ま
し
た
が
職
員

定
数
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。 

 　
　
　
　
市
町
村
の
職
員
に
つ
き

　
　
　
定
数
を
定
め
る
の
は
法
律

に
基
づ
い
て
た
も
の
で
あ
り
ま
し

て
、
条
例
で
こ
れ
を
定
め
る
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
定
数
と
い
う

の
は
そ
の
団
体
に
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け
る
人
口
と

か
行
政
内
容
の
規
模
に
応
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き

ち
っ
と
出
て
ま
い
り
ま
せ
ん
が
自

ず
と
出
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
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そ
れ
で
必
要
と
す
る
人
数
枠
を

定
め
て
い
る
の
が
定
数
条
例
で
あ

り
ま
す
。
実
員
は
常
に
動
い
て
い

ま
す
が
、
定
数
枠
内
で
の
増
減
で

あ
り
ま
す
。 

 　
　
　
　
今
後
職
員
の
退
職
に
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う
新
規
採
用
は
ど
の
よ
う

な
計
画
と
な
っ
て
い
る
の
か
。 

 　
　
　
　
合
併
協
議
会
の
中
で
新

　
　
　
町
の
職
員
計
画
を
立
て
て

い
ま
す
。
１０
年
間
で
６０
人
の
定
年

退
職
者
が
出
る
見
込
み
で
、
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人

の
減
員
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
２０
人
の
補
充
が
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
職
員
を
減
ら
す
だ
け

の
目
的
で
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れ
ば
そ
の
ま
ま
補
充

を
せ
ず
に
と
い
う
考
え
方
も
あ
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で

は
職
員
の
年
齢
構
成
上
段
差
と
い

う
も
の
が
解
消
で
き
ま
せ
ん
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や

は
り
そ
の
時
代
に
あ
っ
た
職
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を

採
用
し
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く
必
要
が
あ
る
と
考
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て
い
ま
し
て
、
年
間
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人
ず
つ

の
採
用
を
予
定
し
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い
ま
す
。
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し
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で
す
が
、
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の
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に
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る
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で
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を
し
て
い
く
つ
も

り
で
あ
り
ま
す
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御
坊
方
面
か
ら
山
越
え

　
　
　
で
来
町
し
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い
た
だ
く
に

は
、
道
路
が
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雑
で
標
識
を
た
よ

り
に
し
て
も
当
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の
記
入
が
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現
地
で
の
道
に
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し
い
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で

な
け
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来
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で
き
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の
が
実
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で
あ
る
と
思
わ
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、
印
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町
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原
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の
国
道
と
県
道
に
み

な
べ
と
の
案
内
標
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が
必
要
で
す
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是
非
設
置
で
き
る
よ
う
に
県
に
要

望
し
て
ほ
し
い
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案
内
標
識
と
い
う
の
は
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非
常
に
大
切
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
親
切
な
行
政
を
打
ち
出

し
て
い
る
以
上
、
住
民
の
皆
さ
ん

あ
る
い
は
、
町
外
の
皆
さ
ん
に
も

分
か
り
や
す
く
て
来
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し
や
す
い

み
な
べ
の
標
識
を
県
の
方
へ
要
望

し
て
い
き
ま
す
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昨
年
の
猛
暑
の
せ
い
も

　
　
　
あ
っ
て
か
勢
い
の
悪
い
梅

の
枯
死
が
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
相

次
い
だ
台
風
に
よ
る
塩
害
、
風
害

が
ひ
ど
い
。
夏
に
暑
か
っ
た
か
ら

花
芽
が
多
く
着
く
か
と
思
わ
れ
た

が
少
な
い
。
今
の
梅
干
し
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価
格
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級
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千
円
は
秀
品
率
の
低
さ
も

あ
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て
、
梅
枯
れ
を
克
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て
生
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大
を
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家
の
意
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に
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る
も
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と
は
云
い
難
い
、
こ

れ
ら
の
点
に
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て
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考
え
を
お

聞
き
し
た
い
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れ
の
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が
日
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り
や
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不
足
だ
と
は
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て
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ま
せ
ん
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梅
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工
、
価
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な
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毎
年
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が
今
度
の
場
合
、
台
風

２２
、
２３
号
に
よ
る
被
害
は
ひ
ど
い

も
の
で
す
。
梅
枯
れ
の
原
因
な
ど

に
つ
い
て
は
東
本
庄
に
設
立
さ
れ

た
県
立
う
め
研
究
所
で
研
究
し
て

も
ら
っ
て
い
ま
す
が
、
１６
年
９
月

に
農
家
に
梅
枯
れ
を
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
し
た
結
果
１５
年
度
に
比
べ
９２

％
と
少
し
減
少
し
て
お
り
ま
す
。 

　
塩
害
は
６
、
７
、
８
月
に
起
き

て
お
り
調
査
の
中
間
報
告
と
し
て

２７５
㌶
程
度
の
被
害
だ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
着
花
数
に
つ
い

て
は
１００
節
当
た
り
４７.６
で
不
作
だ
っ

た
昨
年
の
８８
％
、
５
年
平
均
の
７

割
と
低
く
、
塩
害
地
で
は
町
内
平

均
の
３５
％
し
か
着
花
が
み
ら
れ
ず

作
柄
を
心
配
し
て
お
り
ま
す
。
た

だ
、
私
は
今
度
の
南
部
町
南
部
川

村
の
合
併
で
梅
振
興
行
政
の
一
元

化
が
成
っ
た
こ
と
が
大
き
な
メ
リ

ッ
ト
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
梅
産
業
全
般
は
も
ち
ろ
ん
梅
干

し
の
価
格
に
つ
い
て
も
南
部
郷
梅

対
策
協
議
会
＝
行
政
と
J
A
、

農
家
に
こ
れ
か
ら
は
業
者
さ
ん
＝

梅
干
加
工
販
売
組
合
の
方
々
に
も

入
っ
て
も
ら
っ
て
一
つ
の
テ
ー
ブ

ル
に
つ
い
て
い
ろ
ん
な
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
い
産
地
が
一
つ
に
な

っ
て
歯
車
を
回
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
合
併
し
て
従
来
と
変
わ

　
　
　
っ
た
点
が
あ
り
ま
す
。
町

内
の
地
域
経
済
の
こ
と
も
あ
っ
て

殆
ど
指
名
競
争
入
札
に
し
た
こ
と

で
す
。
指
名
す
る
業
者
に
つ
い
て

は
庁
内
の
選
定
審
査
会
八
人
で
会

合
を
持
ち
一
件
ず
つ
審
議
し
て
偏

っ
た
り
癒
着
な
ど
起
こ
す
こ
と
の

な
い
よ
う
指
名
業
者
を
決
め
て
お

り
ま
す
。
備
品
に
つ
い
て
も
殆
ど

競
争
入
札
を
行
っ
て
お
り
、
三
者

以
上
の
業
者
か
ら
見
積
も
り
を
と

っ
て
安
い
と
こ
ろ
と
契
約
す
る
見

積
も
り
入
札
も
や
っ
て
お
り
ま
す
。

　
各
学
校
な
ど
で
使
用
す
る
備
品

や
消
耗
品
な
ど
に
つ
い
て
も
予
算

が
決
ま
っ
た
段
階
か
ら
ま
と
め
て

町
で
購
入
す
る
物
と
各
学
校
で
購

入
す
る
物
を
協
議
し
て
決
め
、
各

学
校
で
買
う
場
合
も
発
注
伺
い
で

確
認
し
合
っ
て
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
と
っ
て
購
入
す
る
よ
う
に
し

て
お
り
ま
す
。 

一
般
質
問
 一般
質
問
は
３
月
１４
日
に
７
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
発
言
順
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

（
質
問
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
） 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

　
　
　
　
合
併
し
て
入
札
は
ど
う

　
　
　
な
っ
た
ん
の
…
と
町
民
の

方
か
ら
時
々
聞
か
れ
る
。
そ
こ
で

誰
に
で
も
解
る
言
葉
で
入
札
に
つ

い
て
の
考
え
方
、
ど
ん
な
も
の
を

入
札
に
か
け
る
の
か
、
入
札
の
仕

方
に
つ
い
て
町
民
に
説
明
し
て
ほ

し
い
。 

寺本三直 議員 

第１庁舎の事務室 

田辺・印南線（熊瀬川地内） 

塩害を受けた梅園 

入札箱 

中家克己 議員 

町職員定数および 
  本町への道路標識を 

梅枯、塩害、着花、 
　　価格対策について 

み
な
べ
町 

　
職
員
定
数
に
つ
い
て 

国
道
、県
道
に 

本
町
へ
の
道
路
標
識
を 

入
札
に
 

　
つ
い
て
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国
・
地
方
行
政
の
借
金

　
　
　
が
７５０
兆
円
を
超
え
、
こ
の

ま
ま
で
は
国
も
地
方
も
財
政
危
機

に
陥
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
総
務

省
は
効
率
化
を
図
っ
て
何
と
か
持

ち
堪
え
る
手
段
と
し
て
、
全
国
的

に
平
成
の
大
合
併
を
進
め
て
い
ま

す
。
み
な
べ
町
も
県
下
ト

ッ
プ
で
新
町
を
発
足
さ
せ

ま
し
た
が
、
合
併
特
例
債

も
１０
年
後
は
無
く
な
り
、

そ
の
後
は
厳
し
い
財
政
状

態
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま

す
。
そ
ん
な
状
態
に
対
処

す
る
た
め
に
、
町
政
を
司
る
町
職

員
の
皆
さ
ん
に
「
今
ま
で
こ
れ
で

や
っ
て
来
た
」
か
ら
「
他
に
も
っ

と
良
い
方
法
が
な
い
か
」
と
い
う

発
想
の
転
換
・
意
識
改
革
を
お
願

い
し
た
い
。 

 　
　
　
昨
秋
合
併
し
て
難
し
い

　
　
　
両
町
村
の
調
整
も
ス
ム
ー

ズ
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
職
員

は
役
割
を
全
う
し
て
や
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
や
昔
の

役
場
と
違
っ
て
、
職
員
募
集
２
人

に
４８
人
の
応
募
が
あ
っ
た
こ
と
の

現
実
を
職
員
に
伝
え
、
そ
の
自
覚

を
促
し
ま
し
た
。
今
の
厳
し
い
現

実
を
受
け
止
め
て
、
こ
れ
か
ら
も

町
民
の
付
託
に
応
え
て
行
く
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 
 
 
昨
年
の
９
月
N
H
K
 

 
 
 
放
送
で
小
学
校
３
年
生
、

３３
人
の
中
で
「
一
度
死
ん
で
も
又

何
か
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
来
る
と

思
う
人
は
」
の
問
い
に
２８
名
の
児

童
が
手
を
挙
げ
た
の
で
す
。
私
は

み
な
べ
町
の
小
学
生
に
命
の
尊
さ

と
言
う
こ
と
を
教
え
て
い
る
の
か
、

も
っ
と
道
徳
教
育
を
子
供
達
に
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 　
　
　
　
　
実
は
子
供
の
こ
と
に

　
　
　
　
つ
い
て
は
、
大
変
私
共

社
会
問
題
と
し
考
え
て
お
り
ま
す

し
、
一
つ
は
命
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
も
ゲ
ー
ム
感
覚
で
と
ら
え
て
、

そ
れ
を
自
己
判
断
し
て
い
く
と
い

う
よ
う
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
家

庭
教
育
で
は
な
く
て
学
校
教
育
、

社
会
教
育
も
含
め
た
生
涯
学
習
の

中
で
き
ち
っ
と
と
ら
え
て
い
か
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
は
決
し
て
子
供
達
の
問
題

で
は
な
く
大
人
の
我
々
の
立
場
も

こ
の
こ
と
の
責
任
の
一
端
を
感
じ

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
教
育
行

政
を
預
か
る
教
育
委
員
会
と
い
た

し
ま
し
て
も
こ
の
こ
と
は
真
摯
に

受
け
止
め
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
　
　
　
横
断
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン

　
　
　
グ
の
目
の
粗
い
部
分
に
身

体
障
が
い
者
が
通
り
や
す
い
よ
う

に
部
分
的
に
交
換
し
て
頂
き
た
い
。 

     　
　
　
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
い
う

　
　
　
の
は
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ

に
も
あ
る
ん
だ
な
と
新
し
く
認
識

い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
新
し

い
製
品
で
は
、
隙
間
が
細
手
の
も

の
が
発
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
出
来
る
だ

け
使
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
に
い

た
し
ま
す
。 

　
そ
れ
か
ら
既
設
の
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
徐
々
に
換
え
て
は
と
い

う
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
十

分
心
得
ま
し
て
改
良
す
る
所
、
特

に
歩
行
者
の
多
い
所
か
ら
改
良
を

進
め
て
、
障
が
い
者
の
方
々
に
ご

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

教
育
長
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

　
　
　
近
い
将
来
必
ず
発
生
す

　
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
は
、
１００
〜
１５０
年
周

期
で
起
こ
る
こ
と
が
歴
史
的
に
も

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

４０
年
後
は
８０
％
以
上
の
発
生
確
率

が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
若

い
年
代
の
人
は
生
涯
確
実
に
こ
の

震
災
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
為
、
今
か
ら
防
災
対
策

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
県
も
「
和

歌
山
県
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
町
内
の
「
自
主
防
災
組
織
化
」

の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

 　
　
　
旧
南
部
町
の
１５
区
の
内

　
　
　
１３
区
が
組
織
化
し
て
お
り

又
、
旧
南
部
川
村
の
各
区
は
ま
だ

で
す
が
旧
上
南
部
・
高
城
・
清
川

地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
や
消

火
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。  　

　
　
災
害
対
策
に
は
「
自
助
・

　
　
　
共
助
・
公
助
」
の
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
公

助
や
ハ
ー
ド
面
は
当
局
に
お
願
い

す
る
と
し
て
、
個
人
で
で
き
る
ソ

フ
ト
面
も
「
官
・
民
」
あ
げ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 　
　
　
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
他
人

　
　
　
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
が
、

自
覚
を
促
し
、
啓
発
を
根
気
よ
く

進
め
て
い
き
た
い
。
又
、
各
区
で

は
、
独
自
の
取
り
組
み
も
あ
り
嬉

し
く
思
い
ま
す
。 

田中昭彦 議員 

自主防災訓練（バケツリレー） 

新みなべ第一庁舎 JR北一番ふみきり 

二宮金次郎の像 

平松泰一 議員 

自主防災の 
　取り組みについて 

道徳教育について 
　 （命の尊さ） 

合
併
を
機
に
町
職
員
の 

　
　
　
　
　
意
識
改
革
を 

横
断
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
網
目
に 

特
に
歩
行
者
の 

　
　
多
い
所
か
ら 
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現
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よ
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と
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あ
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に
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と
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し

い
製
品
で
は
、
隙
間
が
細
手
の
も

の
が
発
売
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
は
出
来
る
だ

け
使
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
に
い

た
し
ま
す
。 

　
そ
れ
か
ら
既
設
の
分
に
つ
き
ま

し
て
は
、
徐
々
に
換
え
て
は
と
い

う
お
話
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
十

分
心
得
ま
し
て
改
良
す
る
所
、
特

に
歩
行
者
の
多
い
所
か
ら
改
良
を

進
め
て
、
障
が
い
者
の
方
々
に
ご

迷
惑
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

質
問
 

質
問
 

教
育
長
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

　
　
　
近
い
将
来
必
ず
発
生
す

　
　
　
る
と
言
わ
れ
て
い
る
東
南

海
・
南
海
地
震
は
、
１００
〜
１５０
年
周

期
で
起
こ
る
こ
と
が
歴
史
的
に
も

証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ゆ
え
、

４０
年
後
は
８０
％
以
上
の
発
生
確
率

が
あ
る
と
報
道
さ
れ
て
お
り
、
若

い
年
代
の
人
は
生
涯
確
実
に
こ
の

震
災
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
の
為
、
今
か
ら
防
災
対
策

を
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
県
も
「
和

歌
山
県
地
震
防
災
対
策
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
作
成
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
で

あ
る
町
内
の
「
自
主
防
災
組
織
化
」

の
進
捗
状
況
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

 　
　
　
旧
南
部
町
の
１５
区
の
内

　
　
　
１３
区
が
組
織
化
し
て
お
り

又
、
旧
南
部
川
村
の
各
区
は
ま
だ

で
す
が
旧
上
南
部
・
高
城
・
清
川

地
区
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
避
難
や
消

火
の
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま

す
。  　

　
　
災
害
対
策
に
は
「
自
助
・

　
　
　
共
助
・
公
助
」
の
三
つ
の

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
わ
れ
、
公

助
や
ハ
ー
ド
面
は
当
局
に
お
願
い

す
る
と
し
て
、
個
人
で
で
き
る
ソ

フ
ト
面
も
「
官
・
民
」
あ
げ
て
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

 　
　
　
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
他
人

　
　
　
事
の
よ
う
に
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
が
、

自
覚
を
促
し
、
啓
発
を
根
気
よ
く

進
め
て
い
き
た
い
。
又
、
各
区
で

は
、
独
自
の
取
り
組
み
も
あ
り
嬉

し
く
思
い
ま
す
。 

田中昭彦 議員 

自主防災訓練（バケツリレー） 

新みなべ第一庁舎 JR北一番ふみきり 

二宮金次郎の像 

平松泰一 議員 

自主防災の 
　取り組みについて 

道徳教育について 
　 （命の尊さ） 

合
併
を
機
に
町
職
員
の 

　
　
　
　
　
意
識
改
革
を 

横
断
溝
の
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
網
目
に 

特
に
歩
行
者
の 

　
　
多
い
所
か
ら 
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私
は
、
昨
年
１１
月
に
開

　
　
　
か
れ
た
選
挙
後
の
臨
時
議

会
で
条
例
の
審
議
に
お
い
て
、
乳

幼
児
の
医
療
費
を
小
学
校
入
学
前

ま
で
、
無
料
に
す
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。 

合
併
協
議
の
中
で
も
、
旧
町
村

で
実
施
し
て
い
た
独
自
施
策
が
削

ら
れ
る
こ
と
に
意
見
を
申
し
上
げ
、

新
町
に
お
い
て
新
た
な
子
育
て
支

援
施
策
が
具
体
化
さ
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
何
も
提
案
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
町
長
は
こ
の
乳
幼
児
の

医
療
費
を
小
学
校
入
学
前
ま
で
無

料
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
に

つ
い
て
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。 

    　
　
　
確
か
に
臨
時
議
会
で
要

　
　
　
望
を
承
っ
て
い
ま
す
。
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
こ
た

え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

町
の
一
般
財
源
の
把
握
が
不
確

実
な
状
況
の
中
で
、
こ
う
い
た
施

策
は
も
う
少
し
財
政
の
見
通
し
が

は
っ
き
り
し
て
か
ら
着
手
し
た
い
。 

一
旦
、
始
め
た
以
上
は
簡
単
に

改
め
た
り
、
廃
止
し
た
り
で
き
に

く
い
し
、
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
慎
重
に
構
え
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
教
育
事
務
所
の
廃
止
に

　
　
　
か
か
わ
っ
て
、
現
場
の
先

生
方
が
心
配
し
て
い
る
の
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
学
校
に
対
す
る
指

導
体
制
が
と
れ
る
の
か
ど
う
か
と

言
う
こ
と
で
す
が
。 

 　
　
　
　
今
ま
で
は
教
育
事
務

　
　
　
　
所
に
指
導
主
事
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
指
導
主
事
を
各
市
町
村
に

配
置
し
て
い
ま
す
。 

み
な
べ
町
に
は
、
県
単
と
町
単

の
２
名
の
指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
、

そ
の
方
々
に
よ
っ
て
専
門
的
な
こ

と
に
つ
い
て
、
教
科
課
程
に
つ
い

て
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
　
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、

　
　
　
５
人
の
教
育
委
員
の
中
に

教
育
の
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
が

心
配
で
す
。 

そ
こ
で
、
校
長
を
中
心
と
し
た

学
校
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
。 

 　
　
　
　
学
校
現
場
で
は
校
長

　
　
　
　
先
生
の
学
校
運
営
方
針

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
指
導
主
事
が
と
や
か
く

言
う
立
場
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
私
共
の
経
験
の
な
さ
は
、

２
名
の
指
導
主
事
が
補
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
西
本
庄
に
お
け
る
県
道

　
　
　
田
辺
印
南
線
と
国
道
と
の

接
点
五
味
地
区
か
ら
玉
（
だ
ま
）

地
区
に
か
け
て
の
橋
梁
整
備
事
業

の
早
期
実
現
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

完
成
す
れ
ば
高
城
地
区
も
含
め

た
「
新
生
み
な
べ
町
」
の
大
動
脈

の
要
に
な
り
、
国
道
改
修
時
の
迂

回
路
に
も
利
用
で
き
、
五
味
地
区

の
床
下
浸
水
の
問
題
の
解
消
の
足

が
か
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
。 

 

 　
　
　
こ
の
橋
の
必
要
性
、
重

　
　
　
要
性
に
つ
い
て
は
私
も
早

く
か
ら
感
じ
て
お
り
ま
す
。
平
成

８
年
に
当
時
の
西
本
庄
、
熊
瀬
川

区
長
か
ら
連
名
で
要
望
を
頂
い
て

お
り
、
熊
瀬
川
ま
で
の
改
修
の
完

了
を
待
っ
て
か
ら
と
申
し
上
げ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
合
併
の
事
業

計
画
に
も
入
れ
て
お
り
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
一
生
懸
命
に
県
の
方
へ
働

き
か
け
ま
す
の
で
、
関
係
方
面
か

ら
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
梅
が
消
費
者
の
食
卓
に

　
　
　
登
場
す
る
ま
で
の
過
程
で
、

厄
介
な
も
の
と
い
え
ば
、
梅
酢
と

調
味
残
液
と
洗
浄
水
の
処
理
で
し

ょ
う
か
。
梅
酢
の
方
は
最
近
商
品

化
の
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
問
題

は
調
味
残
液
と
洗
浄
水
の
処
理
で
、

海
洋
投
棄
の
規
制
も
強
ま
る
中
で

小
規
模
な
業
者
に
と
っ
て
は
死
活

問
題
で
す
。 

そ
こ
で
私
は
集
中
的
処
理
施
設

の
建
設
を
提
案
し
ま
す
。
最
近
で

は
地
元
に
も
そ
の
方
面
に
明
る
い

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
雇
用
促
進
に

も
繋
が
る
こ
の
事
業
、
町
長
は
ど

の
様
に
お
考
え
か
を
質
問
し
ま
す
。 

 

　
　
　
こ
の
問
題
は
、
旧
村
で

　
　
　
も
何
回
も
議
論
し
て
参
り

ま
し
た
。
基
本
的
に
は
法
律
に
基

づ
い
て
産
業
廃
棄
物
は
事
業
者
の

方
で
、
一
般
廃
棄
物
は
行
政
の
責

任
で
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
ま
す
が
、

梅
産
業
で
生
き
て
い
る
地
域
と
し

て
は
、
そ
う
割
り
切
れ
る
も
の
で

も
な
い
と
い
う
考
え
も
持
っ
て
い

ま
す
。
小
規
模
な
業
者
の
方
達
も

共
同
設
置
と
い
う
方
向
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
の
じ

ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
原

則
は
事
業
者
の
責
任
で
、
行
政
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
と
、

こ
う
い
う
考
え
方
で
す
。 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

教
育
長
 

質
問
 

教
育
長
 

質
問
 

町
長
 

山中邦夫 議員 

乳幼児の健診 

南部小学校浜玄関 家庭排水の処理は進んでいるが 

着手がまたれている現地 

園出俊明 議員 

乳幼児の医療費 
　小学校入学前まで無料に 

県道田辺印南線の改修と 
　　梅の廃液処理について 

教
育
事
務
所
の
廃
止
に
つ
い
て 

県
道
田
辺
印
南
線
の
改
修 

梅
の
廃
液
処
理
に
つ
い
て 

町
財
政
の
見
通
し
が 

つ
い
て
か
ら 
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私
は
、
昨
年
１１
月
に
開

　
　
　
か
れ
た
選
挙
後
の
臨
時
議

会
で
条
例
の
審
議
に
お
い
て
、
乳

幼
児
の
医
療
費
を
小
学
校
入
学
前

ま
で
、
無
料
に
す
る
こ
と
を
要
望

し
ま
し
た
。 

合
併
協
議
の
中
で
も
、
旧
町
村

で
実
施
し
て
い
た
独
自
施
策
が
削

ら
れ
る
こ
と
に
意
見
を
申
し
上
げ
、

新
町
に
お
い
て
新
た
な
子
育
て
支

援
施
策
が
具
体
化
さ
れ
る
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
何
も
提
案
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
町
長
は
こ
の
乳
幼
児
の

医
療
費
を
小
学
校
入
学
前
ま
で
無

料
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
に

つ
い
て
ど
う
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。 

    　
　
　
確
か
に
臨
時
議
会
で
要

　
　
　
望
を
承
っ
て
い
ま
す
。
要

望
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
こ
た

え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

町
の
一
般
財
源
の
把
握
が
不
確

実
な
状
況
の
中
で
、
こ
う
い
た
施

策
は
も
う
少
し
財
政
の
見
通
し
が

は
っ
き
り
し
て
か
ら
着
手
し
た
い
。 

一
旦
、
始
め
た
以
上
は
簡
単
に

改
め
た
り
、
廃
止
し
た
り
で
き
に

く
い
し
、
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
慎
重
に
構
え
た
と
い
う

こ
と
で
あ
り
ま
す
。 

　
　
　
教
育
事
務
所
の
廃
止
に

　
　
　
か
か
わ
っ
て
、
現
場
の
先

生
方
が
心
配
し
て
い
る
の
は
、
今

ま
で
の
よ
う
な
学
校
に
対
す
る
指

導
体
制
が
と
れ
る
の
か
ど
う
か
と

言
う
こ
と
で
す
が
。 

 　
　
　
　
今
ま
で
は
教
育
事
務

　
　
　
　
所
に
指
導
主
事
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
な
く
な
り
ま
す

の
で
、
指
導
主
事
を
各
市
町
村
に

配
置
し
て
い
ま
す
。 

み
な
べ
町
に
は
、
県
単
と
町
単

の
２
名
の
指
導
主
事
が
配
置
さ
れ
、

そ
の
方
々
に
よ
っ
て
専
門
的
な
こ

と
に
つ
い
て
、
教
科
課
程
に
つ
い

て
も
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　
　
　
は
っ
き
り
申
し
上
げ
て
、

　
　
　
５
人
の
教
育
委
員
の
中
に

教
育
の
専
門
家
が
い
な
い
こ
と
が

心
配
で
す
。 

そ
こ
で
、
校
長
を
中
心
と
し
た

学
校
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
。 

 　
　
　
　
学
校
現
場
で
は
校
長

　
　
　
　
先
生
の
学
校
運
営
方
針

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
指
導
主
事
が
と
や
か
く

言
う
立
場
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

ま
た
、
私
共
の
経
験
の
な
さ
は
、

２
名
の
指
導
主
事
が
補
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
　
　
西
本
庄
に
お
け
る
県
道

　
　
　
田
辺
印
南
線
と
国
道
と
の

接
点
五
味
地
区
か
ら
玉
（
だ
ま
）

地
区
に
か
け
て
の
橋
梁
整
備
事
業

の
早
期
実
現
に
つ
い
て
町
長
の
考

え
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

完
成
す
れ
ば
高
城
地
区
も
含
め

た
「
新
生
み
な
べ
町
」
の
大
動
脈

の
要
に
な
り
、
国
道
改
修
時
の
迂

回
路
に
も
利
用
で
き
、
五
味
地
区

の
床
下
浸
水
の
問
題
の
解
消
の
足

が
か
り
に
な
る
と
考
え
ま
す
が
。 

 

 　
　
　
こ
の
橋
の
必
要
性
、
重

　
　
　
要
性
に
つ
い
て
は
私
も
早

く
か
ら
感
じ
て
お
り
ま
す
。
平
成

８
年
に
当
時
の
西
本
庄
、
熊
瀬
川

区
長
か
ら
連
名
で
要
望
を
頂
い
て

お
り
、
熊
瀬
川
ま
で
の
改
修
の
完

了
を
待
っ
て
か
ら
と
申
し
上
げ
た

経
緯
が
あ
り
ま
す
。
合
併
の
事
業

計
画
に
も
入
れ
て
お
り
、
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
一
生
懸
命
に
県
の
方
へ
働

き
か
け
ま
す
の
で
、
関
係
方
面
か

ら
の
ご
協
力
も
お
願
い
し
ま
す
。 

　
　
　
梅
が
消
費
者
の
食
卓
に

　
　
　
登
場
す
る
ま
で
の
過
程
で
、

厄
介
な
も
の
と
い
え
ば
、
梅
酢
と

調
味
残
液
と
洗
浄
水
の
処
理
で
し

ょ
う
か
。
梅
酢
の
方
は
最
近
商
品

化
の
動
き
も
あ
り
ま
す
が
、
問
題

は
調
味
残
液
と
洗
浄
水
の
処
理
で
、

海
洋
投
棄
の
規
制
も
強
ま
る
中
で

小
規
模
な
業
者
に
と
っ
て
は
死
活

問
題
で
す
。 

そ
こ
で
私
は
集
中
的
処
理
施
設

の
建
設
を
提
案
し
ま
す
。
最
近
で

は
地
元
に
も
そ
の
方
面
に
明
る
い

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
雇
用
促
進
に

も
繋
が
る
こ
の
事
業
、
町
長
は
ど

の
様
に
お
考
え
か
を
質
問
し
ま
す
。 

 

　
　
　
こ
の
問
題
は
、
旧
村
で

　
　
　
も
何
回
も
議
論
し
て
参
り

ま
し
た
。
基
本
的
に
は
法
律
に
基

づ
い
て
産
業
廃
棄
物
は
事
業
者
の

方
で
、
一
般
廃
棄
物
は
行
政
の
責

任
で
と
い
う
姿
勢
で
あ
り
ま
す
が
、

梅
産
業
で
生
き
て
い
る
地
域
と
し

て
は
、
そ
う
割
り
切
れ
る
も
の
で

も
な
い
と
い
う
考
え
も
持
っ
て
い

ま
す
。
小
規
模
な
業
者
の
方
達
も

共
同
設
置
と
い
う
方
向
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
の
じ

ゃ
な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
原

則
は
事
業
者
の
責
任
で
、
行
政
と

し
て
も
で
き
る
だ
け
の
支
援
を
と
、

こ
う
い
う
考
え
方
で
す
。 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

町
長
 

質
問
 

教
育
長
 

質
問
 

教
育
長
 

質
問
 

町
長
 

山中邦夫 議員 

乳幼児の健診 

南部小学校浜玄関 家庭排水の処理は進んでいるが 

着手がまたれている現地 

園出俊明 議員 

乳幼児の医療費 
　小学校入学前まで無料に 

県道田辺印南線の改修と 
　　梅の廃液処理について 

教
育
事
務
所
の
廃
止
に
つ
い
て 

県
道
田
辺
印
南
線
の
改
修 

梅
の
廃
液
処
理
に
つ
い
て 

町
財
政
の
見
通
し
が 

つ
い
て
か
ら 
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近
い
将
来
必
ず
起
こ
る

　
　
　
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
る

南
海
、
東
南
海
地
震
対
策
や
、
昨

年
の
よ
う
な
台
風
に
よ
る
高
波
対

策
と
し
て
町
内
海
岸
線
の
改
修
や

堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
は
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

家
が
山
肌
に
し
が
み
つ
く
よ
う

に
建
っ
て
い
る
山
間
部
に
お
い
て

は
、
山
崩
れ
や
火
事
の
発
生
、
谷

川
を
せ
き
止
め
天
然
湖
に
よ
る
家

の
水
没
、
迂
回
路
の
な
い
国
道
、

県
道
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
ま
っ
た

く
孤
立
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
平
野
部
よ
り
も
、
も
っ
と

悲
惨
な
状
況
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
特
に
奥
地
、
山
間
部
の
清

川
、
高
城
地
区
の
自
然
災
害
に
対

す
る
対
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。 

   　
　
　
食
料
や
飲
料
水
の
確
保
、

　
　
　
砂
防
事
業
、
道
路
網
の
整

備
等
が
災
害
時
に
考
え
ら
れ
る
必

要
な
対
策
で
、
特
に
集
落
間
を
結

ぶ
横
糸
道
路
の
整
備
等
ハ
ー
ド
面

も
加
え
、
防
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
　
合
併
し
て
一
つ
に
な
っ
 
 
 
 

 
 
た
み
な
べ
町
の
動
脈
と
も

い
え
る
国
道
４２４
号
線
は
、
町
民
の

大
事
な
生
活
道
路
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
高
城
地
区
で
の
工
事
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
穂
手
見
ト
ン

ネ
ル
よ
り
清
川
石
倉
地
区
ま
で
の

計
画
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

一
番
気
が
か
り
な
の
は
い
っ
た

い
い
つ
に
な
っ
た
ら
清
川
ま
で
完

成
す
る
の
だ
ろ
う
と
、
こ
の
道
を

通
る
た
び
思
う
の
は
、
私
を
含
め

町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
ま
に
大

型
観
光
バ
ス
が
２
台
、
３
台
と
続

い
て
通
る
為
、
立
ち
往
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

国
の
公
共
事
業
見
直
し
政
策
で

財
政
的
に
は
大
変
厳
し
い
中
、
早

期
完
成
に
向
け
、
特
に
清
川
地
区

内
の
計
画
も
含
め
、
よ
り
一
層
今

ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。 

      　
　
　
旧
南
部
川
村
内
を
縦
貫

　
　
　
し
て
い
る
国
道
４２４
号
は
、

背
骨
と
な
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、

改
良
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
な
お
一
層
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
指

摘
の
清
川
地
内
、
距
離
は
短
い
の

で
す
が
、
ま
だ
改
良
計
画
は
具
体

化
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

仕
事
は
こ
の
改
良
計
画
を
机
上
に

の
せ
事
業
採
択
に
持
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

町
道
名
之
内
線
改
良
工
事
、
林

道
東
神
野
川
木
の
川
線
の
開
設
、

町
道
東
岩
代
線
橋
梁
新
設
工
事
、

農
道
の
改
良
工
事
、
五
反
池
改
良

工
事
、
町
営
住
宅
、
農
地
造
成
地
、

鶴
の
湯
、
南
紀
産
業
、
花
卉
団
地

等
所
管
の
現
場
を
担
当
課
長
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
踏
査
し
ま
し
た
。 

み
な
べ
町
斎
場
、
小
目
津
公
園

ご
み
焼
却
場
、
千
里
球
場
、
東
西

岩
代
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
み
な
べ
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
清
川
浄
水
場
を

は
じ
め
東
神
野
川
、
市
井
川
、
高

野
、
滝
、
西
本
庄
、
谷
口
、
み
な

べ
各
浄
水
場
、
受
領
地
区
処
理
場

は
じ
め
西
本
庄
、
東
本
庄
本
郷
、

晩
稲
熊
岡
、
共
和
東
、
共
和
西
地

区
各
処
理
場
を
、
担
当
課
長
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
夕
方
ま
で
視
察

を
し
ま
し
た
が
残
り
半
分
の
施
設

に
つ
い
て
は
４
月
中
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。 

清
川
小
学
校
、
清
川
中
学
校
、

高
城
小
学
校
、
高
城
中
学
校
、
上

南
部
小
学
校
、
上
南
部
中
学
校
、

南
部
小
学
校
、
南
部
中
学
校
、
岩

代
小
学
校
、
南
部
幼
稚
園
を
視
察

し
、
教
育
長
、
次
長
、
学
校
教
育

課
長
、
校
長
、
教
頭
か
ら
、
各
学

校
の
現
況
・
要
望
等
を
聴
取
し
ま

し
た
。 

２
月
２
日
、
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
計
画
の
概
要
を
現
場
に
お
い

て
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
う
め
研

究
所
と
新
町
内
を
視
察
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月
１８
日
に
は
三
里
峰

サ
ー
キ
ッ
ト
跡
地
の
今
後
の
活
用

方
法
な
ど
検
討
す
る
た
め
、
助
役
、

担
当
課
、
森
林
組
合
職
員
の
同
行

で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
広
大
な
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
様
々
な
論
議
を
呼
び
そ
う
で
す

が
、
当
委
員
会
の
重
要
課
題
と
し

て
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

質
問
 

清
川
地
内
の 

改
良
計
画
化
と 

事
業
採
択
へ 

北谷清治 議員 

国道424号（清川石倉地内） 

急傾斜地崩壊対策事業 

国道424 号の 
　　　改良について 

常任委員会・特別委員会の 

山
間
部
の
防
災
に
つ
い
て 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

横
糸
道
路
の
整
備 

「合併後初の常任委員会、特別委員会を開きました。2 町村が合併したことで互いの町村の認識を深める
意味合いも込め、各委員会として次のような所管事務調査を実施しました。」 

２
月
１４
日（
月
） 

福
祉
環
境
常
任
委
員
会 

２
月
１５
日（
火
） 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

２
月
１７
日（
木
） 

梅
の
里
ま
ち
づ
く
り 

政
策
調
査
特
別
委
員
会 

活 動 報 告  活 動 報 告  
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だ
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と
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わ
れ
て
い
る

南
海
、
東
南
海
地
震
対
策
や
、
昨

年
の
よ
う
な
台
風
に
よ
る
高
波
対

策
と
し
て
町
内
海
岸
線
の
改
修
や

堤
防
の
か
さ
上
げ
工
事
は
進
み
つ

つ
あ
り
ま
す
。 

家
が
山
肌
に
し
が
み
つ
く
よ
う

に
建
っ
て
い
る
山
間
部
に
お
い
て

は
、
山
崩
れ
や
火
事
の
発
生
、
谷

川
を
せ
き
止
め
天
然
湖
に
よ
る
家

の
水
没
、
迂
回
路
の
な
い
国
道
、

県
道
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、
ま
っ
た

く
孤
立
化
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

ま
す
。
平
野
部
よ
り
も
、
も
っ
と

悲
惨
な
状
況
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
特
に
奥
地
、
山
間
部
の
清

川
、
高
城
地
区
の
自
然
災
害
に
対

す
る
対
策
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な

考
え
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。 

   　
　
　
食
料
や
飲
料
水
の
確
保
、

　
　
　
砂
防
事
業
、
道
路
網
の
整

備
等
が
災
害
時
に
考
え
ら
れ
る
必

要
な
対
策
で
、
特
に
集
落
間
を
結

ぶ
横
糸
道
路
の
整
備
等
ハ
ー
ド
面

も
加
え
、
防
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 
 
　
合
併
し
て
一
つ
に
な
っ
 
 
 
 

 
 
た
み
な
べ
町
の
動
脈
と
も

い
え
る
国
道
４２４
号
線
は
、
町
民
の

大
事
な
生
活
道
路
で
あ
り
ま
す
。

現
在
、
高
城
地
区
で
の
工
事
が
進

ん
で
お
り
ま
す
が
、
穂
手
見
ト
ン

ネ
ル
よ
り
清
川
石
倉
地
区
ま
で
の

計
画
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

一
番
気
が
か
り
な
の
は
い
っ
た

い
い
つ
に
な
っ
た
ら
清
川
ま
で
完

成
す
る
の
だ
ろ
う
と
、
こ
の
道
を

通
る
た
び
思
う
の
は
、
私
を
含
め

町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
ま
に
大

型
観
光
バ
ス
が
２
台
、
３
台
と
続

い
て
通
る
為
、
立
ち
往
生
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。 

国
の
公
共
事
業
見
直
し
政
策
で

財
政
的
に
は
大
変
厳
し
い
中
、
早

期
完
成
に
向
け
、
特
に
清
川
地
区

内
の
計
画
も
含
め
、
よ
り
一
層
今

ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
が
、
町
長
の
お
考

え
を
お
聞
か
せ
願
い
ま
す
。 

      　
　
　
旧
南
部
川
村
内
を
縦
貫

　
　
　
し
て
い
る
国
道
４２４
号
は
、

背
骨
と
な
る
所
で
あ
り
ま
し
て
、

改
良
に
つ
い
て
は
関
係
者
の
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
な
お
一
層
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
指

摘
の
清
川
地
内
、
距
離
は
短
い
の

で
す
が
、
ま
だ
改
良
計
画
は
具
体

化
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の

仕
事
は
こ
の
改
良
計
画
を
机
上
に

の
せ
事
業
採
択
に
持
っ
て
い
き
た

い
と
い
う
考
え
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

町
道
名
之
内
線
改
良
工
事
、
林

道
東
神
野
川
木
の
川
線
の
開
設
、

町
道
東
岩
代
線
橋
梁
新
設
工
事
、

農
道
の
改
良
工
事
、
五
反
池
改
良

工
事
、
町
営
住
宅
、
農
地
造
成
地
、

鶴
の
湯
、
南
紀
産
業
、
花
卉
団
地

等
所
管
の
現
場
を
担
当
課
長
の
説

明
を
受
け
な
が
ら
踏
査
し
ま
し
た
。 

み
な
べ
町
斎
場
、
小
目
津
公
園

ご
み
焼
却
場
、
千
里
球
場
、
東
西

岩
代
浄
化
セ
ン
タ
ー
、
み
な
べ
町

浄
化
セ
ン
タ
ー
、
清
川
浄
水
場
を

は
じ
め
東
神
野
川
、
市
井
川
、
高

野
、
滝
、
西
本
庄
、
谷
口
、
み
な

べ
各
浄
水
場
、
受
領
地
区
処
理
場

は
じ
め
西
本
庄
、
東
本
庄
本
郷
、

晩
稲
熊
岡
、
共
和
東
、
共
和
西
地

区
各
処
理
場
を
、
担
当
課
長
の
説

明
を
聞
き
な
が
ら
夕
方
ま
で
視
察

を
し
ま
し
た
が
残
り
半
分
の
施
設

に
つ
い
て
は
４
月
中
に
実
施
す
る

予
定
で
す
。 

清
川
小
学
校
、
清
川
中
学
校
、

高
城
小
学
校
、
高
城
中
学
校
、
上

南
部
小
学
校
、
上
南
部
中
学
校
、

南
部
小
学
校
、
南
部
中
学
校
、
岩

代
小
学
校
、
南
部
幼
稚
園
を
視
察

し
、
教
育
長
、
次
長
、
学
校
教
育

課
長
、
校
長
、
教
頭
か
ら
、
各
学

校
の
現
況
・
要
望
等
を
聴
取
し
ま

し
た
。 

２
月
２
日
、
黒
潮
フ
ル
ー
ツ
ラ

イ
ン
計
画
の
概
要
を
現
場
に
お
い

て
、
担
当
課
長
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
立
う
め
研

究
所
と
新
町
内
を
視
察
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
３
月
１８
日
に
は
三
里
峰

サ
ー
キ
ッ
ト
跡
地
の
今
後
の
活
用

方
法
な
ど
検
討
す
る
た
め
、
助
役
、

担
当
課
、
森
林
組
合
職
員
の
同
行

で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
広
大
な
土
地
利
用
に
つ
い
て

は
様
々
な
論
議
を
呼
び
そ
う
で
す

が
、
当
委
員
会
の
重
要
課
題
と
し

て
検
討
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。 

質
問
 

町
長
 

町
長
 

質
問
 

清
川
地
内
の 

改
良
計
画
化
と 

事
業
採
択
へ 

北谷清治 議員 

国道424号（清川石倉地内） 

急傾斜地崩壊対策事業 

国道424 号の 
　　　改良について 

常任委員会・特別委員会の 

山
間
部
の
防
災
に
つ
い
て 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

横
糸
道
路
の
整
備 

「合併後初の常任委員会、特別委員会を開きました。2 町村が合併したことで互いの町村の認識を深める
意味合いも込め、各委員会として次のような所管事務調査を実施しました。」 

２
月
１４
日（
月
） 

福
祉
環
境
常
任
委
員
会 

２
月
１５
日（
火
） 

総
務
文
教
常
任
委
員
会 

２
月
１７
日（
木
） 

梅
の
里
ま
ち
づ
く
り 

政
策
調
査
特
別
委
員
会 

活 動 報 告  活 動 報 告  
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町のごみ処理場 

去
る
３
月
８
日
当
委
員
会
に
審

査
を
付
託
さ
れ
ま
し
た
、
合
併
以

前
の
旧
南
部
町
、
平
成
１６
年
４
月

１
日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
一
般

会
計
と
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、

老
人
保
健
、
介
護
保
険
、
住
宅
新

築
資
金
貸
付
事
業
、
農
業
集
落
排

水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、
水

道
事
業
、
土
地
分
譲
事
業
、
同
じ

く
旧
南
部
川
村
一
般
会
計
、
国
民

健
康
保
険
事
業
、
老
人
保
健
、
介

護
保
険
、
簡
易
水
道
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
鶴
の
湯
会
計
及

び
、
田
辺
市
、
南
部
町
、
南
部
川

村
道
路
組
合
会
計
、
南
部
町
、
南

部
川
村
環
境
衛
生
事
務
組
合
会
計

の
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

の
件
で
あ
り
ま
す
。 

当
委
員
会
は
、
去
る
３
月
１６
日

１７
日
の
２
日
間
、
委
員
８
名
全
員

が
出
席
の
も
と
、
執
行
部
か
ら
助

役
、
収
入
役
、
各
課
長
並
び
に
担

当
職
員
に
も
出
席
を
し
て
頂
き
、

決
算
書
と
主
要
施
策
成
果
報
告
書

を
並
行
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

事
業
の
実
施
状
況
な
ど
に
つ
い
て

説
明
を
聞
い
た
後
、
質
疑
を
行
い
、

審
議
を
い
た
し
ま
し
た
。
各
会
計

の
決
算
数
値
、
実
施
し
た
事
業
の

内
容
と
実
績
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、

決
算
書
と
主
要
施
策
の
効
果
説
明

書
の
と
お
り
で
あ
り
ま
し
た
。 

     三
位
一
体
改
革
等
、
地
方
財
政

が
厳
し
い
中
に
お
い
て
も
、
良
い

事
業
は
残
し
続
け
て
い
く
事
で
、

み
な
べ
町
ら
し
さ
を
出
し
て
い
く

事
も
重
要
で
あ
る
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。 

今
後
の
町
づ
く
り
に
お
い
て
、

両
町
村
の
相
違
点
、
問
題
点
等
の

早
急
な
是
正
を
図
ら
れ
、
新
み
な

べ
町
の
ス
タ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い

健
全
な
財
政
運
用
、
予
算
執
行
に

生
か
さ
れ
る
よ
う
期
待
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

な
お
、
こ
の
決
算
に
つ
い
て
審

査
と
り
ま
と
め
検
討
会
終
了
後
、

委
員
会
に
お
い
て
採
決
の
結
果
、

全
員
一
致
で
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
定
し
ま
し
た
。 

   議
会
だ
よ
り
第
２
号
は
、
重
要

な
平
成
１７
年
度
予
算
案
審
議
の
報

告
が
中
心
と
な
り
ま
し
た
。 

議
会
で
は
平
日
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
一
般
質
問
の
日
に
大
勢
傍
聴

の
方
が
来
ら
れ
、
町
政
へ
の
関
心

の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
て
、
一
議
員

と
し
て
嬉
し
い
と
思
い
ま
す
。 

今
後
も
町
議
会
を
身
近
か
な
も

の
と
考
え
て
頂
き
、
見
守
っ
て
頂

き
た
く
存
じ
ま
す
。 

現
在
の
み
な
べ
町
ご
み
分
別
状
況
か
ら

見
て
、
周
辺
市
町
村
と
の
間
に
格
差
が
あ

る
の
は
明
ら
か
で
あ
り
、
避
け
て
通
れ
な

い
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
た

め
に
は
、
町
民
か
ら
の
意
見
や
、
町
当
局

か
ら
町
民
に
対
し
て
の
納
得
の
い
く
説
明

も
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。 

ま
た
議
会
に
お
い
て
も
充
分
論
議
す
る

た
め
に
、「
梅
の
里
ま
ち
づ
く
り
政
策
調

査
特
別
委
員
会
」
に
付
託
し
た
。 

旧 町 村 の 決 算 を 認 定  旧 町 村 の 決 算 を 認 定  

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

旧
南
部
町
、 

南
部
川
村
の 

各
半
期
分
と
い
う 

変
則
な
決
算 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

き
め
細
や
か
な 

予
算
執
行
に
配
慮 

指定ごみ袋導入による 
ごみ処理費用有料化実施計画 

決算審査特別委員会 

委
員
長
　
宮
　
崎
　
常
　
二
 

副
委
員
長
　
下
　
村
　
　
　
勤
 

委
　
　
員
　
中
　
家
　
克
　
己
 

　
　
　
　
　
岡
　
　
　
和
　
雄
 

　
　
　
　
　
村
　
上
　
頼
　
男
 

　
　
　
　
　
園
　
出
　
俊
　
明
 

　
　
　
　
　
寺
　
本
　
三
　
直
 

　
　
　
　
　
山
　
中
　
邦
　
夫
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
） 

委
員
長
　
宮
　
崎
　
常
　
二
 

副
委
員
長
　
下
　
村
　
　
　
勤
 

委
　
　
員
　
中
　
家
　
克
　
己
 

　
　
　
　
　
岡
　
　
　
和
　
雄
 

　
　
　
　
　
村
　
上
　
頼
　
男
 

　
　
　
　
　
園
　
出
　
俊
　
明
 

　
　
　
　
　
寺
　
本
　
三
　
直
 

　
　
　
　
　
山
　
中
　
邦
　
夫
 

　
　
　
　
　
　
　
　（
議
席
順
） 


